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‰¤ŽR‹p‰¤1•C 2•CŠ|•ì•Ôê 1•C‹g“cŽ Ž÷ 3•C•Î̂ä’‰ (1 ”_•…•È•E•X—Ñ
‘•Œ¤‰»Šw‹Z•p•U‹»Ž–‹Æ’c’}”g‘å•E‰ž—p•¶•¨)

ƒCƒl‰È•A•̈ ‚Ì•×–E•·’†‚É‚Í•Aƒwƒ~ƒZƒ‹ƒ••[ƒX•¬•ª‚Å‚ ‚éƒAƒ‰
ƒsƒmƒLƒVƒ‰ƒ“‚ÉŒ‹•‡‚µ‚½ƒtƒFƒ‹ƒ‰Ž_‚ª‘½•q‘¶•Ý‚µ‚Ä‚¢‚é.ƒtƒF
ƒ‹ƒ‰Ž_ŠÜ—Ê‚Í•¬’·‚Æ‚Æ‚à‚É’M‰Á‚µ•A•A•̈ ‘Ì‚Ì‹­“x‚Æ–§•Ú‚ÈŠÖŒW
‚Ì‚ ‚é‚±‚Æ‚ª’m‚ç‚ê‚Ä‚¢‚é.‚±‚ÌƒtƒFƒ‹ƒ‰‰£‚ÍƒAƒ‰ƒrƒm•[ƒXŽc
Šî‚Ì 5 ˆÊ‚É“ÁˆÙ“I‚ÉŒ‹•‡‚µ‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚©‚ç•AƒtƒFƒ‹ƒ‰Œµ“]̂ Ú•y
‘f‚Ì‘¶•Ý‚ªŽ¦•́ ‚³‚ê‚Ä‚¢‚é‚ª•A“̄ •y‘f‚ÉŠÖ‚·‚é’mŒ©‚Í•­‚È‚¢.
–{Œ¤‹†‚Å‚Í•AƒCƒl (O ryza satlva) Œœ‘÷”|—{•×–E‚æ‚è•y‘f‰t‚ð’²
•»‚µ•A‰æŽ–‘f‚É‚æ‚éƒtƒFƒ‹ƒ‰•x“]̂Ú”½‰ž‚ð–¾‚ç‚©‚É‚·‚é‚±‚Æ‚ð–Ú
“I‚Æ‚µ‚ÄŽÀŒ±‚ð•s‚Á‚½.

ƒCƒiƒ•ƒ‰‚©‚ç’P—R–̄‚µ‚½ƒAƒ‰ƒrƒmƒLƒVƒ•ƒIƒŠƒS“œ A•C'{X <.-“Ô ra-
Xy!-Xy[) ‚ðŽó—e‘Ì•AƒtƒFƒ‹ƒ•ƒCƒ‹•[ CoA ‚ðƒtƒFƒ‹ƒ‰Ž_‹Ÿ— ‘̂Ì‚Æ
‚µ‚Ä•†‘f”½‰ž‚ð•s‚¢•A”½‰žŽY•̈ ‚ð HPLC ‚É‚æ‚è•ª•Í‚µ‚½.”½‰ž
ŽY•̈ ’†‚É•Aƒ^ƒPƒmƒR•×–E‰‡‚æ‚è’P—£‚³‚ê‚½ƒtƒFƒ‹ƒ•ƒCƒ‹ƒAƒ‰ƒr
ƒmƒLƒVƒ•ƒIƒŠƒS“œFAXX (feru!oy!ated A•C'(X)‚É‘Š“–‚·‚éƒs•[
ƒN‚ª”F‚ß‚ç‚ê‚½‚½‚ß•A‚±‚Ì”½‰žŽY•̈ ‚ð‹t‘ŠƒJƒ‰ƒ€ƒNƒ•ƒ}ƒgƒOƒ‰
ƒtƒB•[‚É‚æ‚è’P—£•E•̧ •»‚µ‚Ä•\‘¢Œ ’̂è‚ð•s‚Á‚½.‚»‚ÌŒ‹‰Ê•A
�._Ã �~�X 0k0Õ0§�J�L 0é‘x0LŽâyû0W0_0Õ0§0ë0í0¤0ë0ª0ê0´|à0g0B0‹0S0h

‚ªŠm”F‚³‚ê•A‘PŽ–‘f‚É‚æ‚é“]̂Ú”½‰ž‚Ì‹N‚«‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚ª–¾‚ç‚©‚É
‚È‚Á‚½.Œ»•Ý•A‚±‚ÌƒtƒFƒ‹ƒ‰Ž_“]̂ Ú•Ã•õ‚Ì•”•²‰ê‚É‚Â‚¢‚ÄŒŸ“¢
‚ð•s‚Á‚Ä‚¢‚é.

lpK lO 
ƒ G ƒ “ ƒ h ƒ E • × – E • Ç ‚ É ‚ ¨ ‚ ¯ ‚ é ƒ L ƒ V ƒ • ƒ O ƒ ‹ ƒ J ƒ “ ‰ Ë ‹ ´ • \ ‘ ¢ ‚ Ì
‰ ð • Í
—Y˜i–Ð•Œ•A‘]•ª‹`•º l •AŽO•ÎˆÀ2•AˆÉ“Œ—²•v(1‹ž“s
‘å•E–ØŽ¿Œ¤•Al ‘å•ãŽs—§‘å•E•¶Šˆ‰ÈŠw•E•H•¨‰h—{•A2
• H ‹ Z ‰ @ • E • ¶ – ½ Œ ¤ )

‰ ä • X ‚ Í ‹ } ‘ ¬ “ € Œ ‹ • E ƒ f ƒ B • [ ƒ v ƒ G ƒ b ƒ ` ƒ “ ƒ O – @ ‚ É ‚ æ ‚ è ƒ G
ƒ “ ƒ h ƒ E • \ ” ç • × – E • Ç ‚ É ‚ ¨ ‚ ¯ ‚ é ƒ Z ƒ ‹ ƒ • • [ ƒ X ƒ ~ ƒ N ƒ • ƒ t ƒ C ƒ u
ƒŠƒ ‹ • · ‚ Ì‰Ë‹ ´ • \ ‘ ¢ ‚ ð‰ÂŽ‹‰» ‚µ ‚½•B ‚ ³ ‚ ç ‚É ‚± ‚ Ì‰Ë‹ ´ • \
‘ ¢ ‚ Í EDTA • ˆ — • ‚ É ˆ ø ‚ « ‘ ± ‚ ¢ ‚ Ä2%SDS ‹ y ‚ Ñ4%KOH
• ˆ—•Œã ‚àŠ ÏŽ@‚ ³ ‚ ê ‚ é ‚ Ì ‚É ‘ Î ‚ µ ‚Ä •Aglucanase • ˆ—• ‚ð
• s ‚ ¤ ‚ ± ‚ Æ ‚ É ‚ æ ‚ è • Á Ž ¸ ‚ · ‚ é ‚ ± ‚ Æ ‚ © ‚ ç • A ‰ Ë ‹ ´ • \ ‘ ¢ ‚ ª ƒ L ƒ V
ƒ•ƒOƒ‹ƒJƒ “ ‚Å ‚   ‚ é‰Â” \ •« ‚ ðŠù ‚É •ñ • • ‚ µ ‚½•B– { •ñ • • ‚Å
‚Í•A glucanase ‚ ª ƒ G ƒ “ ƒ h ƒ E • × – E • Ç ‚ É ‚ ¨ ‚ ¢ ‚ Ä ƒ L ƒ V ƒ • ƒ O
ƒ ‹ ƒ J ƒ “ ‚ ð • ª ‰ ð ‚ µ ‚ Ä ‚ ¢ ‚ é ‚ ± ‚ Æ ‚ ð – ¾ ‚ ç ‚ © ‚ É ‚ · ‚ é ‚ ½ ‚ ß ‚ É ƒ L
ƒVƒ•ƒOƒ‹ƒJƒ“ ‚ Ì • ª •z ‚ð–Æ‰u“dŽqŒ°”÷‹¾‚É‚æ‚è ’ ² ‚×•A
glucanase • ª ‰ ð Ž Y • ¨ ‚ Ì ’ è • « ‚ ð • s ‚ Á ‚ ½ • B – Æ ‰ u “ d Œ ° Š Ï Ž @
‚ÌŒ‹‰Ê•A glucanase • ˆ — • ‚ É ‚ æ ‚ è • × – E • Ç ‚ © ‚ ç • W Ž ¯ ‚ ª ‘ å
‚ « ‚ ­ Œ ¸ • ­ ‚ µ ‚ ½ • B ‚ ³ ‚ ç ‚ É glucanase ‚ É ‚ æ ‚ é • × – E • Ç • ª ‰ ð
• ¨ ‚ ð ” – ‘ w ƒ N ƒ • ƒ } ƒ g ƒ O ƒ ‰ ƒ t ƒ B • [ ‚ Å • ª • Í ‚ µ ‚ ½ Œ ‹ ‰ Ê • A
glucanase ‚ Í ƒ L ƒ V ƒ • ƒ O ƒ ‹ ƒ J ƒ V ‚ ð • ª ‰ ð ‚ µ ‚ Ä ‚ ¢ ‚ é ‚ ± ‚ Æ ‚ ª
Ž ¦ ‚ ³ ‚ ê ‚ ½ • B • ] ‚ Á ‚ Äglucanas ”b• ˆ—• ‚É ‚æ‚èƒLƒVƒ•ƒOƒ‹
ƒ J ƒ “ ‚ ª • × – E • Ç ‚ © ‚ ç • œ ‹ Ž ‚ ³ ‚ ê ‚ Ä ‚ ¢ ‚ é ‚ ± ‚ Æ ‚ ª Š m ‚ © ‚ ß ‚ ç ‚ ê
‚ ½ • B ˆ È • ã ‚ Ì Œ ‹ ‰ Ê ‚ © ‚ ç ƒ Z ƒ ‹ ƒ • • [ ƒ X ƒ ~ ƒ N ƒ • ƒ t ƒ B ƒ u ƒ Š ƒ ‹ • ·
‚ Ì ‰ Ë ‹ ´ • \ ‘ ¢ ‚ Í ƒ L ƒ V ƒ • ƒ O ƒ ‹ ƒ J ƒ “ ‚ Å ‚   ‚ é ‚ ± ‚ Æ ‚ ª ‚ ³ ‚ ç ‚ É ‹ ­
‚­Ž¦•´‚³‚ê‚½•B

230 

lpKll 
•×–E•ÇƒOƒ‹ƒJƒi•[ƒ[Šˆ•«‚É‘Î‚·‚éƒLƒ`ƒi•[ƒ[‚Ì‰e‹¿

2ŠŽŠŽ‘Y•Ĉä•ã‰ë‘­•C B. R. Thomas' •C D. J. Nevins' (̂¤•Q
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lpK13 
セルロース合成阻害に伴うBY-2細胞の細胞壁多糠類、リグニン及び

分泌多機類の変化

高橋麻衣、佐合秀康、中川直樹、複井直樹(広島大・総合科学)

セルロース合成阻害剤であるDCBに馴化させたタバコ婿養細胞

(BY-2)では、細胞壁中のセルロース量が減少し、ペクチン量が地加

する(Nakagawa& Sakural 1998).一方セルロース合成能が低下し

たシロイヌナズナ突然変異体の細胞壁成分でも同織のことが報告され、

ペクチン量の増加は非品性セルロースの蓄積によると考えられている

(ArloU. et al. 1998). そこでDCBI~化細胞の細胞墜と分泌多様につい

て布陣成単積類分析、メチル化分析、ウロン酸定量、リグニン定量を行

い、正常なBY-2細胞と比較した.メチル化分析の結果、ペクチン画

分では，T-Ara、2-Ara、5-Ara、4-Gal、へミセルロース・分泌多糠

では，T-Xyl、4-Xyl、4-Glc、4.6-GJcが主成分であった.馴化細胞の

多量なペクチンの蓄積は主にウロン酸の蓄積によることが分かつた.

また馴化細胞のへミセルロース量は約1/3-1/5と少なく、リグニン

量は2-10倍、分泌多機量は2-3倍と多かった.以上の結果、馴化細

胞ではセルロースの合成阻害に伴い、セルロースと結合すべきキシロ

グルカンが熔獲液中に分泌されたと考えられる.非品性セルロースが

蓄積された画分はなかった.また馴化細胞ではアラピノガラクタンや

ホモガラクツロナンなどのペクチン多糖やリグニンの合成活性が高ま

り、セルロース・キシログルカンネットワークをつくれない細胞壁の

強度を補っていることが示唆された.

lpK14 
アズキ上陸軸の伸長成長およびキシログルカン分解活性

の光による調節

;1]0塞主主、若林和幸、神阪盛一郎、森仁志 l、保尊降享

(大阪市大院・理・生物、 l名古屋大院・生命農・生物情報

制御)

双子葉植物の細胞壁マトリックスの主成分であるキシ

ログルカンは、細胞壁伸展性と細胞の伸長成長の調節にお

いて重要な役割を担っている。本研究では、光がアズキ上

陸輸の成長を制御するときのキシログルカン代謝の変化

を調べた。暗所で生育させたアズキ芽生えに白色光を照射

すると、上陸軸の伸長成長が抑制された。光照射下では細

胞壁中のキシログルカン量の増加とその高分子化が起こ

っていた。また、細胞皇室中のキシログルカン分解酵素活性

を測定したところ、光を照射して2時間以内に急速に減少

することがわかった。一方、光照射下で生育させたアズキ

芽生えを暗所に移すと、上陸輸の伸長成長が促進された。

この時、細胞壁中のキシログルカン量の減少とその低分子

化が起こっており、また、キシログルカン分解活性は、暗

所に移して2時間以内に急速に僧加した。以上の結果から、

光はキシログルカン分解活性を調節することにより、細胞

壁中のキシログルカンの量および分子量を変化させ、アズ

キ上区、軸の成長を調節していることが示唆された。

231 

lpK15 
3-Dクリノスタットにおけるイネ幼葉鞘の自発的形態
形成と細胞壁並び、に微小管配列の変化

佳血盟盛、若林和幸、保尊隆享、神阪盛一郎

(大阪市大院、理、生物)

3-Dクリノスタットによる疑似微小重力環境下でイ
ネ穎果を発芽、育成させると、幼葉鞘は穎果に向かつて

自発的に屈曲した。このようなイネ幼葉鞘にみられる自

発的形態形成は、 sτで3-95における宇宙実験でも確認さ
れた(Hosonet al. 1999)。自発的屈曲の原因となる偏

差成長の誘導機構を解明するため、 3-Dクリノスタッ
ト上での屈曲部域の凸側及び凹側で、細胞壁の特性並び

に細胞質表層微小管の配列を解析した。成長速度の大き

い凸側の切片は凹側より高い細胞壁伸展性を示した。 ま

た、凸側では凹側よりもヘミセルロース構成多糖が低分

子化しており、このヘミセルロース構成多糖の主成分で

ある(1→3).(1→4)一βーグルカンの分解活性が増加して

いた。さらに、微小管配列を見ると、凸側では長軸と直

交するものの割合が高く、逆に凹側では平行に配列する

ものが多い傾向が観察された。以上のことから、 3-D
クリノスタット上で生育したイネ幼葉鞘にみられる自発

的形態形成は、細胞壁の多糖代謝や微小管の配列の不均

等な変化を介しでもたらされることが示唆された。

lpK16 
重力刺激によるシロイヌナズナ怪軸の伸長成長および

キシログルカン代謝の調節

畳盆塵二、若林和幸、保尊隆享、神阪盛一郎

(大阪市大院・理・生物)

過重力環境下(300g)でシロイヌナズナを生育させた

ところ、任軸の伸長成長は抑制されたが、微小重力環

境下(スーペースシャトルSTS・95)では成長が促進された。
この時、過重力は細胞墜伸展性を低下させたが、微小

重力は細胞壁伸展性を増加させた。また、過重力は細

胞壁多糖の単位長さ当たりの量を増加させたが、微小

重力は減少させた。さらに、過震力はキシログルカン

の量および分子量を増加させたが、微小重力環境では

減少した。過重力および微小重力環境で生育させた任

軸細胞壁画分から抽出した粗酵素標品を用いてキシロ

グルカン分解活性を測定したところ、過重力によりキ

シログルカン分解活性が低下していた。しかし、微小

重力によってその活性は増加していた。以上の結果よ

り、シロイヌナズナ任軸では重力刺激の大きさに応じ

てキシログルカン分解活性を調節することにより、キ

シログルカンの量および分子量が変化すると考えられ

る。このような変化と細胞墜の厚さの変化によって細

胞壁伸展性が変わり、異なる重力環境におけるシロイ

ヌナズナ応軸の成長が調節される可能性が示された。



lpK17 
細胞壁の臨界降伏張力 (y) を調節するタンパク

質 yieldinの性質と組織内局在

中里{岡本)朱根 1、高橋宏二九仙波りつ子 3、加

藤潔 2(昭和薬科大・生物 l、名古屋大学・情報文

化学部・人間情報学研究科ヘ愛知県心身障害者

コロニ_3) 

グリセリン処理ミトリササゲ中空旺軸における細.

胞壁の臨界降伏張力 (y) を調節するタンパク質

をミトリササゲ細胞壁から単離・精製して

yieldinと名付け 1、遺伝子のクローニングを行

い、 recombinantyieldinを調製した 2。

Recombinant yieldinを用い、 yieldinに

よる y調節活性の pH及び温度依存性なども検討

した。また、 recombinantyieldinに対して

作製された抗血清を用いて yieldinの組織内局

在性を検討したので合わせて報告する。

1.0kamoto-Nakazato， A.， Nakamura， T. & Okamoto， 

H. (1999) Plant Cell & Environ.， in press. 

2'Okamoto-Nakazato， A.， Takahashi， K.， Kido， N.， 

Owaribe， K.， Katou， K. (1999) do.， in press. 

lpK18 
湿度と pHによる細胞壁粘弾性の変化

釜杢圭二，山本良一1，藤井修平稲永忍2;名古屋市
大・自然科学センター帝塚山短大・食品 2鳥取大・乾

燥地研究センター，E-mむ1;taIUmoto@nsc.nagoya・cU.aじ.jp

根の細胞壁は外界に解放されているため，湿度やpHな
どの影響を直接受ける。そこで，根の細胞壁の粘弾性
が，湿度と pHによってどのように変化するかを，ク
リープメータ (山電 ・東京)とKelvin-Voigt・Bergersの6
要素モデルを用いて解析し，弾性率(EO，El， E2)と粘性

係数(η0，η1，η2)を得た。多数の均一な材料を得るため，

アラスカエンドウの側根の伸長帯をメタノール固定し，

それぞれの条件でinvitro処理して粘弾性を計測した。

湿度の効果:臨界点乾燥した細胞壁試料を異なる湿度条

件で粘弾性変化を求めると， 3つの弾性係数(EO，El. E2) 

は，相対湿度(%)の増加とほぼ比例して減少した。粘

性係数(ηO.η1and η2)も，湿度の増加とともに減少した

が，減少は湿度に比例しなかった。

pHの効果:p Hの低下によって粘性係数η0が顕著に減

少した。細胞壁の伸び易さの指標となる11η0の値は，

pH3の値がpH6の3倍以上になった。ηOの変化を担

う細胞壁成分は現在研究中である。

これらの結果から，土壌中の湿度やpHが根の細胞壁

の粘弾性に直接作用して，細胞壁の伸展性を変化させ，
成長を制御する可能性が示唆された。
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2aKOl 
春化処理したトルコギキョウにおけるジベレリン
に対する反応性

且墓塁手、田坂恭嗣、岩淵雅樹、三野真布(岡山
県生物科学総合研究所)

演者らは春化処理したトルコギキョウの抽だい
におけるジベレリン(GA)の役割を研究し、こ

れまでに春化処理が抽だいを促すと共に、 GAに

対する反応性を高めることを明らかにした。本研
究では、 GAに対する反応性の高まりに低温処理

期間がどの程度必要かを調査した。ロゼット化し

た幼植物体をGA生合成阻害剤であるアンシミ

ドール10・5Mを含む培地に移植し、異なる春化処

理期間を経た後に、アンシミドール共存化で10-7

"'10-4MのGA3を処理して抽だいを調べた。その

結果、いずれの濃度においても春化処理期間が長
い程より良く反応して早く抽だいする傾向が認め
られた。

トルコギキョウの抽だいには、 1S'C以下で3"'4
週間の春化処理が必要である。しかし、この低温
処理を途中で中断すると、処理期間が合計で4週

間でも、連続して処理した場合よりも抽だい率が
低かった。との時のGAに対する反応性も合わせ

て報告する。

2aK02 
春化処理レ疋トルコギキョウのジペレリン合成酵素遺伝子

の発現消長

三塁霊童、岡 真理子、田坂恭嗣、岩j刈雅樹

(岡山県生物科学総合研究所〉

トルコギキョウ1cJ:芽生え期に25"C以上の温度に遭遇して

ロゼット栂に入り、開括に至る華伸長には春化処理

(15'C、3週間以上)が必要である。また、茎伸長にはジ

ベレリン (GA)の関与が明らかにされている。本研究は、

香化処理がGA合成系酵素であるCopalydiphosphate 

synthase (CDP)、GA20-o河dase(GA 2ひox)およびGA3β 

hydroxylase (GA3β-hy)の遺伝子の発現にどのような影響

を及ぼすかを調査し、ロゼット相打破との関連を明らかに

する目的で行った。各遺伝子の発現量IcJ:TaqMan・PCRl去を
用いてRT-PCRで縫定した。書化処理開始から2週間自に

かけて茎では3遺伝子全ての発現量が、薬でIcJ:CDPとGA3 

β-hyの発現量が、書化処理しなかった個体よりも多かっ

たが、その後は減少した。書化処理後の1週間目までは茎、

薬のGA20-oxとGA3β-hyの発現量は未処理個体よりも少
なく、 CDPは葉で多く、茎では差がなかった。 GAで発現

誘導されるexpansJn遺伝子とGAシグナル伝達の制御因子

SPYIの発現消長とも合わせ報告する。



2aK03 
コムギの深播き耐性における第一節聞の伸長成長のため

のジベレリン応答

監査，東谷篤志，小松節子高橋秀幸(東北大・遺生研，

i農水省・生物研)

中国の黄土高原で発見された在来コムギ品種 (Triticum

aestivum L.)の紅せ麦の芽ばえは，第一節聞を伸ばすこ

とによって，深播き耐性を示す。本研究では，第一節聞

の伸長に対するジベレリンの作用とその深播き耐性との

関係について解析した。培地に外生のジベレリンを与え

ると，紅苦麦の第一節聞の伸長は，著しく促進された。

しかし，供試した他の日本の通常の品種では， GA3を与
えても，第一節間の伸長はほとんど促進されなかった。

他の品種に比較して，紅苦麦の内生ジベレリン量に，そ

れほど大きな違いはなかった。紅せ麦では，ジベレリン

を与えると，第一節聞の細胞壁中の(1→3)，(1→4)-s-D-グ

ルカン加水分解酵素の活↑生が促進された。また， GA結

合タンパクの発現レベルは， GA3を与えると，紅で麦の
第一葉では増大したが，他の品種では， GA3を与えると

逆に減少した。これらの結果から，紅で麦はジベレリン

に対して超感受性であり，それが深播き条件における第

一節間伸長の主要因と考えられる。

2aK04 
コウキクサの根における伸長成長のジベレリン制

御

盤旦主主主i、新免輝男(姫路工大・理・生命)

我々は、コウキクサの根の成長が、内生ジベレ

リンによって制御されていることを報告している。

本研究では、伸長成長を分裂成長と区別するた

めに、根の切片を用いて解析を行った。その結果、

切片の伸長は、ジベレリン生合成祖害剤であるウ

ニコナゾール P(Un-P)によって阻害され、その阻

害は GA3を同時に添加することで抑制された。

Un-Pによって、表皮細胞の長さは短くなったが、

幅は変化しなかった。また、表層微小管 (CMT)は

Un-Pによって断片化していた。そこで、微小管安

定化剤であるタキソールを同時に添加することで、

Un-Pによる CMT配列の阻害を抑制した。しかし

ながら、切片の伸長は Un-P単独処理時と同様に

阻害された。

以上の結果より、内生ジベレリンによる伸長成

長の制御には、 CMTの配向以外の要因も関与して

いる可能性が考えられる。
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2aK05 
アズキ上匪軸切片の成長と糖代謝に対するジベレリ

ンの作用

盆旦童盛，井上雅裕(愛媛大・理・生地)

摘物の茎の伸長成長はオーキシン(IAA)とジベレリ

ン(GA)によって制御されている。 IAAは表皮の細胞

壁をゆるませて細胞の伸長成長を促進するが、 GAの

作用についてはまだ不明な点が多い。本研究では明

所で育てたアズキの上脹軸切片の伸長成長に対する

GAの促進機構を鯛ぺた。 GAは単独では切片の伸長

成長を鶴導しないが IAAによる伸長成長を相乗的に

促進した。また、スプリット屈曲鼠験により IAAと

は異なり GAが内部組織の成長能力を高めることが

示唆された。次に、切片の長さをかえたスプリット

屈曲試験と HPLCによる糖分析の結果、伸長域への

スクロースの移動を GAが促進することがわかった。

さらに、71<の透過性および細胞壁分解活性に対する

GAの影響が少ないこと、成長実験でスクロースが

GAに似た作用を持ちかっそれらの伸長促進効果が

細胞壁合成阻害剤により抑制されることもわかった。

以上の結果から、ジベレリンは内部組織の糖輸送、

代謝促進を介してオーキシンによる伸長成長を促進

すると考えられる。

2aK06 
アズキ上自主軸成長に対する凝似微小量カと縫物ホルモンの

影響

差よ盤盗，都築敬一郎，保尊降享1 (変媛大・理・生地，

1大阪市大・理・生物)

明所で生育したアズキ芽生えのよ匪紬の成長に対する凝

似微小量力と植物ホルモンの影響を鯛ぺた.発芽後3日目

間静置泊費量した芽生えを10クリノスタッ卜上で24-72時

間生育させ、芽生えの形態と上陸軸の成長(長さと生重量)

パタンの変化を解析した.その結果、クリノスタッ卜上で

生育した芽生えでは、静置状態のものに比べ上陸軸の成長

方向が不規則で、一部に肥大成長が観療され伸長量も低下

していたが、葉の形態には大きな差がなかった.伸長抑制

の原因を探るために、上陸紬成長織の切片(10mm)を綱製

して伸長猷験を行ったが、そのオーキシンによる伸長能力

に差はなかった.ただ、各種繍による伸長促進率には一部

違いがみられた.次に、根に纏物ホルモンとミネラル (MS

培地)を与え、上自主輸のインタクトな成長に対する影響を

調べた.ジベレリンとMS沼地は上陸紬の伸長を促進し、オ

ーキシン、サイトカイニン、 ABAはそれを阻害した.ここ

で、クリノスタット上での伸長抑制が低漢度のジペレリン

によって特に回復することもわかった.以上の結果から、

クリノスタット上で生じる芽生えの形態並びに成長の蛮化

とジベレリンおよび絡代謝との関連が示唆された.



2aK07 
イネ GA3s水酸化酵素遺伝子の単離と解析
生産盟起上口(田中)美弥子北野英巳小林正智

松岡 信l，l名大・生物応答セ 2名大・農学部理研・

ライフサイエンス

今回、我々は、イネより活性型ジペレリン(GA)合成
の最終段階を触媒するGA3s水酸化酵素遺伝子を 2種
類(QI盟主at/Va 弘却ーhydr~la目 1，-1; OsGA3ox1， 
OsGA3ox2}単離し、その解析を行った。日本型イネ、ア
ソミノリとインド型イネ、 IR24からのRIラインを用い
て両遺伝子をマッピングした結果、 OsGA3ox1は第5染
色体に、もう一方は第 l染色体長腕のテロメア側にマ
ップされた。この結果は、 OsGA3ox2がGA欠損型倭性
突然変異体として既に第 l染色体長腕にマ ップされて
いたd18の原因遺伝子である可能性を示唆していた。そ
こで、 d18変異株3系統についてOsGA3ox2コーデイン
グ領域のシーケンスを行ったところ、すべてのアリル
に関して様々な塩基欠失が確認された。以上の結果は、
OsGA3ox2がd18の原因遺伝子であることを示唆し、こ
のことは、野生型OsGA3ox2領域を用いた相補性検定に
より優性表現型が回復することで確認された。
また、 D18(OsGA3ox2)の発現は内性活性型GA量によ
りフィードパック制御を受けるが、 OsGA3ox1は活性型
GA量によって発現制御きれない。さらに、 D18の発現
は調査したすべての器官において観察されたが、
OsGA3ox1の発現は、約特異的に観察された。これらに
結果は、イネにおいて少なくとも 2タイプのGA3s水
酸化酵素遺伝子が存在し、 D18はGAlが合成されるほと
んどすべての器官において常に発現し、 OsGA3ox1の発
現はGA4が活発に合成され蓄積することが知られる約
特異的であるということを示している。

2aK08 
イネ(0ヴ'ZBsarivB L.)のジベレリン 3s水酸化酵素遺伝子、

OsG.4.3oxlの機能

必益正笠，伊藤博紀上口(田中)美弥子千徳直樹

l、北野英己2、松岡信 1(理研・植物分子、 l名大・生物

応答センター、2名大・生命農学)

成熟したイネの蔚の内生ジベレリンレベルは栄養成長器官

の約 1000 倍に達する.約より調製したセルフリー系によ

る代謝実験においては極めて高いジベレリン3s水酸化活性
が見いだされている.また茎業の3水酸化活性が著しく低い

緩性イネ、媛稲Cにおいても約の 3s水酸化活性は正常であ

ることから、約においては茎業と異なる3s水酸化酵素遺伝子
が発現していることが予想された.今回演者らはイネより 2

種類のジベレリン 3s水酸化酵素遺伝子、OsGA3oxl、

OsGA3ox2をクローニングしたが、このうちOsGA3oxJは病

特異的に発現していたので、その機能について解析した.大

腸菌で発現させた融合蛋白を用いたtnV1町。アッセイの給果、

OsGA3oxlはジベレリンの3s位の水酸化を触媒するととも

に、二重結合の導入，および2β位の水酸化活性も持つこと

が明らかになった.発現パターンやミュータントの形態につ

いての解析より、出穂、時に約において生合成されたジベレリ

ンは上位節問.特に第一節聞の伸長の促進に働いていること

が示唆された.
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2aK09 
イネジベレリン却水酸化酵素遺伝子の単離と機能解析

坂本知昭1，2 回切明美伊藤博紀松岡信ペ岩楓修_1

萱野焼明田中宥司小林正智'C筑波大院・農生物研
名古屋大・生物分子応答f理研・ライフサイエンス)

ジベレリンは2位の炭素が水酸化されることにより不可逆

的に不活性化することが知られている 我々はイネからこ

の過程を触媒するジベレリン却水酸化酵素をコードする遺

伝子OsGA2oxlを単離した

大腸菌内で発現させたOsGA2oxlタンパク質はラクトン環

を持つC19-ジペレリンを2s水酸化する活性を有したことから，

OsGA2oxlはジベレリン2s水酸化酵素をコードしていること

が確認された.

イネの発芽種子と栄養生長期の茎頂におけるジベレリン

2s水酸化酵素遺伝子OsGA2oxlの発現領域を，活性型GAの生

成を触媒するジベレリン3s水酸化酵素をコードする遺伝子
OsGA3ox2の発現領域と比較したところ，茎頂分裂組織では

葉原基や葉全体にOsGA3ox2:が強く発現していたのに対し，

OsGA2oxlの発現は葉原基や葉鞘の下端に局在していた.一

方発芽種子では圧盤上皮細胞でOsGA3ox2が強く発現し，同

時に座盤上皮細胞と糊粉層でOsGA2oxlが発現していた.以

上の結果から ，OsGA3ox2とOsGA2oxlの発現領滅の厳密な

制御によって，イネ植物体内における活性型ジペレリンの

分布が調節されている可能性が示唆された.

2aKlO 
bZIP型転写因子 RSGの標的遺伝子の探索

遼霊童謹~，山口五十麿神谷勇ff，高橋陽介 l
(1東大院・理・生物科学東大・賎 3理化学研弼庁)

RSG ( repression of shoot gro羽生h)は bZIP領域を持つ、

タバコの転写活性化因子である。正常型 RSGの活性を

蹴 R的に阻害するドミナントネガティプ型 RSGを発現
する形質転換タバコを作製し解析を行った結果、節問成

長の阻害、主に細胞伸長が抑制されている事が明らかに

なった。形質転換纏物に対するオ}キシンとブラシノラ

イド、の投与は効果が認められなかったが、ジベレリンを

投与すると個体の形態はコントロール植物とほぼ同程度

まで回復した。そこで、ジベレリンの内生量を定量した

ところ、 GA1が対照植物の 15%に低下している事が明

らかとなった。以上の事から、 RSGはジベレリンの生

合成欝素の遺伝子の発現を直接、または間接的に市IH卸す
る事によって GAの内生量を制御していると予想され

た。近年、ジベレリン欠損変具体などを用いて、ジベレ

リンの生合成醇素の遺伝子が次々にクローニングされて

いる。これらの遺伝子のプロモータ→頁域に RSGの結

合配列が存在するか、またその遺伝子のプロモーターは

RSGによって活性化されるかを検討する事により RSG

の標的遺伝子を探索している。



2aKll 
14・3・3タンパク貨によるbZIP型転写因子RSGの活性制御
機構の解析

五十嵐大売、深j事喬太郎、石田さらみ、直虚血企(東大院-

E里・生物科学)

RSGIまシュートの成長を鋼節するbZIP型転写因子である。
RSGの後能を阻害した形質転換タバコでは、ジベレリンの内
生量が低下しシュートの成長が著しく阻害される。遺伝子の発

現調節には転写因子間の相互作用が重要である。そこでシュ

ートの成長に関する転写制御系のネットワークを明らかにする

ため RSGと相互作用するタンパク賞群をtwo-hybrid法で単
灘・解析した。

それらのタンパク貨のうち一つは 14・3-3と呼ばれる真核生
物の制御因手に広〈存在する事前途を持っていた。14・3・3タン
パク貨は多くの場合、棟約タンパク貨のリン酸化されたセリン

と結合して、その機能を鯛節する。キナーゼ Rafや M期移行

を削節する Cdc25pの制御への関与がよく知られている。点

突然変異を導入した実験から RSGの114番目のセリン残基
が 14・3・3との結合に軍要であることが明らかになった。この
セリンのリン酸化によりRSGと14・3-3との結合が制御されて
いると予想される。そこでトランジェントアッセイにより、 14・3岨3
と結合できない RSG(S114A)の転写因子としての活性を翻
ベることで、14・3・3による RSGの制御織檎を解析した。また
14・3・3によるRSGの細胞内局在制御を解析した。

2aK12 
三量体Gタンパク質asubunitの欠渇したイネd1綾性変異体
はジベレリン情報伝11が異常になっている
上口(田中)美弥子、藤沢由紀子¥小林正智北野英巴、
岩崎行玄松岡f言(名大・生物分子応答センタ一、生命農学、 1
福井県大・生物資源、 2~野再)

イネd7綾1主変異体は、 3量体Gタンパク賀asubunitの欠
損であることが、積沢らにより明らかとなった。以前より、マ
ストパランを用いた生イ医学師斉究から GA情剰気重の上流にお
けるGタンパク貨の関与が澗愛されていた。そこで、我々は、
d 7変異体において、 GA情報伝達系が異常を示しているか否
かを様オした。
まず、 d7変異体におけるa-amylaseの GAによる誘導発
現を調べたところ、野生型では、その活性誘導は低浪度 (10 
-S-7M)の GAで飽刑に遣するのに対し、 d7変異体では活
性誘導の程度が低く、高濃度 (1O-sM以上)でも飽刷しな
かった。このことは、 d7変異体では、 a-amylase誘導に対
する GAの効果が低くなっていることを示している。 a-
amylase遺伝子亙ぴ GAシグナルイ五重経路1こ関与していると
予想されるGAmybおよびGA依存性型Caz+-ATPase遺伝子
の知見はd7変体において、非常に低下していた。さらに、
地上部においては、節問伸長に対する GAの反応牲も著しくお
ちていた。軍丘、我々洲明らかにした GA シグナJ~イ道系の抑
制因子であるSLR遺伝子の欠繍変異体である徒長型変異体イ
ネ、 sI rとのこ重劣性変異体を作製したところ、地上部の形
態ならびにa-amylaseの鎖見についても sI r型を示したこ
とから、 D1はSLRの上流で機能しているものと推察された。
以上の結果より GA1鴨居偏重系における 3量体Gタンパク質
αsubunitの機能について考察する。

幻5

2pKOl 
イネの恒常的ジベレリン反応性突然変異体，

slender riceの原因遺伝子SLRはGAI，RGA， 

Rht・1およびD8と相向性遺伝子である.
油田一~，上口(田中)美弥子，園田 裕，北野英己，
蓬原雄三¥松岡信，山口淳ニ

(名大・生物応答センタ一生命農学名城大・農)

日本晴突然変異体 slenderrice(sか・1)は、正常

品種が過剰にジベレリン(GA)に応答した形態と極

めて類似していた.しかしこれらの表現型は内GA

に依存に依存していなかったことから.この変異

体がGAによるシグナル伝達系を常に‘ON' にし

ている恒常的GA反応性突然変異体と結論づけられ竜

その原因遺伝子SLRの本来の機能1;1:， GAシグナル

を負に調節しているものと考えられた.

さらにSLR:遺伝子を単離したところ.アラピド
プシスのGAIおよびRGA， トウモロコシの08，r緑
の革命」で知られるコムギのRht-1と相向性遺伝子

であった.これらの憲性変異体力S・in-frame型欠失

変異であったのに対して，slr-1では 1塩基の欠失

によって引き起こされた1055of function型変異で

あった.またslenderriceにSLRを形質転換したと

ころ.正常な表現型に相補された.

2pK02 
ジベレリン非感受性極嬢性変異体の解析

山車壬鶴王、上口(田中)美弥子、小林正智¥

千徳直紀、北野英巳、松岡信(名大生物分子応答

センター、生命農学、:理研)

我々は、ジベレリンシグナル伝達経路の解明を目

的として、 N・メチルウレアによって作製した変異

体集団の中から、ジベレリン(GA)非感受性変異体

を単離した。この変異体は、不稔を伴う極媛性変異

体であり、その形質は(GA)合成に欠損を持つd18 

の強いアレルと酷似していた。しかし d18と異な

り(GA)の添加によりその形質の回復が引き起され

ることはない。また本変異体においては、アリユー

ロン層における(GA)によるαアミラーゼの誘導が観

察されない。さらに、本変異体では内性ジベレリン

量が増加しており、特に活性型GAであるGA1は野

性型の120倍にも及ぶ高い内性量が確認された。こ

れらの結果は、この変異体が、ジベレリン非感受性

変異体であり、この変異体の原因遺伝子が、ジベレ

リンのシグナル伝達のポジティプレギユレーターと

しての役割を担うタンパク質をコードしている可能

性を示している。



2pK03 
発根促進物質 N-(フェネチル)コハク酸アミドの生物

学的活性と構造活性相関

.M皇主，林善晴板垣美保子，江島孝光
石井耕，藤田稔夫 2

(雪印種苗(株)技術研究所旭化成工業(株)延岡

医薬工場， 2EMILプロジェクト)

バチルス属菌の工業的培養液中から単離された発

根促進物質N-(フェネチル)コハク酸アミド(PESA)の

生物学的な活性をオーキシンと比較した.アズキ不

定根発生試験ではアズキ切片作成後， IAA が 0~24

時間で最も効果が高かったのに対し， PESA は 48~
72時間の処理が最も効果的で，この効果は TIBAを

茎上部に塗布することで限害された.また， PESAは

オーキシンと異なりアズキの茎伸長促進作用，ダイコ

ンの葉の上偏生長促進作用を示さなかった.PESA 

をピーマンのセノレ成型苗に処理したところ，総根長，

根部乾物重が増加した一方で，上儒生長・茎害IJれは

認められなかった.一連の類縁化合物を合成し，構

造活性相関解析を試みたところ，発根促進活性は疎

水性に依存することが示された.合成した化合物中

では N・(4・フェニルブチル)コハク酸アミドメチルエス
テルが実用的には最も有望と考えられる.

2pK04 
IBAによる発椴紙導過程の初期に出現するインドールブチロラクトン

盛山堕童、山口祥子、吉田彼一、阪本均'(資生堂・基盤セ、 1サカタ

のタネ・長後紋験場)

オーキシンが発根誘導に必須の作用を有することはよく知られてい

る。われわれはインドール酪酸(IBA)によるミシマサイコ不定根での

発根誘導過程において、細胞外における初期のオーキシン代謝を知

る目的で、 lBAを与えた直後のアポプラストまたは根組織近傍の生成

物質を鯛ぺた。その結果、 3種類の物質(Fa、Fb、Fb')が細胞外に出

現することがわかった。 FaとFb'lまIBAの生理的な変後とは無関係なも

のであったが、 FbはlBAのl'位が水酸化され、末端のカルボン酸と反

応してラクトン環を形成した物質であった。 Fbはt音:地中のIBAの減少

に伴って一時的に増加し、その出現はlBAによる発根鼠導条件と相

関していた。

そこで Fbを化学合成して、その発根餓導活性を鯛ベた。サイコ不

定額培養系において、 Fbは発根続導作用を示し、その強さは lBAと

同等か、または劣った(発根読導条件による)。さらに、既存の発綬浄l

(オキシペロン:IBAが主剤)と比較して、多種類の纏物で発彼1主導作

用を調べたところ、①切り口に与えるよりも葉に噴霧するほうが効果

的であること、②単独ではオキシベロンより効果が劣るが、業にD責織

したとき、オキシベロンと相乗的に働き、根や苔の成長を促進した。
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2pK05 
アラビドプシス重力屈性変異株 a以 1・7におけるク

ロモサボニンによる重力屈性の回復

Abidur Rahman，鶴見誠二"Arifa Ahamed，後藤伸

治 1尼川大作(神戸大・自然科学神戸大. RI 
センタ_2宮教大・生物)

エンドウ芽生えから得られるクロモサボニン I

(CSI)がアラビドプシスの根の成長を著しく促進

することを既に報告した。今回は、重力屈性を示

さない変異株である a山 1・7が、 60μMの CSIを

与えると重力屈性を示すようになることを発見し

たので報告する。AUX1は根における IAAのintlux
uπierであると考えられている (Bennettet al. 1996， 

Yamamoto and Yamamoto 1998)。この CSIの作用
は他の重力屈性変異株 axr2，eir1-1では観察されず、

野生型・オーキシン耐性変異株 axr1-3 ・エチレン
非感受性変異株 ein2・1では、 CSIは反対に根の重
力屈性反応を遅らせた。 CSIは野生型の根におけ

る泊-IAAの取込みを回害し、 aux1・7の根におけ
る取込みを促進したが、 3H-NAAの取込みには影

響しなかった。また、 CSIは野生型の根の外生 IAA
に対する感受性を低下させ、 auxl-7の根の IAA感
受性を高めた。これらの結果は CSIが AUX1タン

パク質を制御する能力があることを示唆している。

2pK06 
偏差成長欠損優性突然変異体 msg2の屈地性とオー

キシン感受性の欠損には AXRlが必要である

立並主、山本興太朗(北大・地球環境・生態環境)

偏差成長欠損劣性突然変異体 nph4/msgl及び

axrlと優性突然変異体 msg2の二重突然変異体を

作成し、旺軸の偏差成長反応とオーキシン耐性を調べ

た。オーキシン片側塗布による屈曲反応については、

msg2 = nph4 = msg2 nph4 = msg2 axrl > axrl > 
野生型の順序で欠損が見られた。屈地性の欠損の強弱

は、 msg2= msg2 nph4 > nph4 = msg2 axrl > axrl 
>野生型の順序になった。これに対し、屈光性とフッ

ク形成の欠損の程度は、 axr1 = msg2 axr 1 = msg2 

nph4> msg2 > nph4 >野生型の順序となった。また、

これら突然変異体は、 msg2= msg2 nph4 > axrl = 
msg2 axrl > nph4 >野生型の順にオーキシン耐性

を示した。以上の結果から、優性変異した MSG2は
AXRlと同ーの反応経路上で作用していること、

msg2妊軸で観察される屈地性の欠損とオーキシン

耐性には AXRlが必要であることが示唆された。



2pK07 
シロイヌナズナアブシジンアルデヒド酸化酵素の突

然変異体 (aao3)の解析

瀬尾光範、A.J.M. PEETERS¥小岩井花恵、折谷隆之ヘ

J.A.D.互町'AART'、M.KIα澗雌E¥神谷勇治¥ 小柴共
ー (都立大・理・生物科学、 'WageningenAgric Univ、a東北

大・鹿・応用生命、'MichiganState Univ、‘理研)

アルデヒド磁化酵素 (t(J)I立、アブシジン酸(A8刈

生合成の最縫段婦の反応に関与していると考えられてい

る。我4は、これまでに4穣のシロイヌナズナAα宣伝子
[AAO(atAO・)1，2，3，4]のうちのM031こよってコードさ

れている地ofJfアブシジンアルデヒド厳化酸素(A8t(J)

である可能性が非常に高い事を示してきた.

ごく最近A相 3と非常に近い位置にマップされる、新規

のA8A欠損突然変異体が単隠された.この変異体ではAC1J
の活性が検出されず、さらにM03遺伝子内に1塩基置換

の変異が見つかった.これよりこの変異体はAAC沼遺伝子

に関する変異体であり、そのコードするタンパク(刈コ6)

がABAOである事が明かになった.この変異体は、他の

A8A欠鍋突然変異体と同織に棄が聾れやすいという形貨を

示すが、穂子の休眠性は野生型植物と変わらない.さら

に内生A8A量は棄で大きく減少しているのに対し、種子で
はその減少の度合いが少ない.このことはTOoは主に棄で
のA8A:合成を調節しており、サヤや種子では別のAOIJfA8A
合成に関与している可能性を示唆している.

2pK08 
シロイヌナズナアルデヒド酸化隊黛遺伝子の T-DNA持入ラ

インの操業

青木裕晋，瀬尾光範.小柴共吋都立大・理・生物科学)

アルデヒド厳牝準型lCAO)は植物ホルモンであるインドー)1--3・

酢酸(凶A)、アプシジン磁 (ABA)の生合成に関与しているとい

う知男b稲摘してきている.我々はシロイヌナズナにおいて少なく

とも4種のAOアイソザイム仏.00，s， Y， o)を検出し、 4種のcDNA
[AAO(atAOうに乙3，何を単躍してきでいる.これまでに AOa

仏A01産物)に関しては除A、また AC治仏A03産物)および

AA04産物質に関しては ABAの生合成lこ関与している可制笠を生

化浮民解析によって示唆してきた.

ごく最近 AA03遺伝子内に変異を持つ尖併渡実体が単拘置さ才L

そのABA生合成欠損という罫晃型から M03遺伝子のABA生合

成への関与が分子遺伝学的にも明らかにされた.M01、2、4遺

伝子の御jに関してl故泊枕結果は得られておらず、これらの遺

伝子産物の働き特に IAA、ABA生合成への関与を明らかにするた

め遺伝子機能を欠損した植物の単織を進めた.12，000の T-DNA

簿入ラインからm スクリーニングを行い愚糊句にAAOlに関し
ては1ライン、AA041こ関しては2ラインの掃入ラインを単離した.

現在これらの変異体について表現型の観療を中心に解析を進めぬA、

ABA生合成との関連欄守している.
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2pKIω 

アプシジン酸応答性遺伝子発現制御 に関わる突然変

異体の解析

山本(喜田)章子、井内和美、橋川美菜、服部束穂

(三重大 ・遺伝子)

我々はこれまでにシロイヌ ナズナのアプシジン酸

(ABA)応答性遺伝子 COR15aの発現 に異常のみ

られる 98系統の突然変異体を分離している。 これ

らのうち 21系統について、 ABAによ る誘導を受け

る他の遺伝子の発現をノーザン解析により調べた。

その結果、 CORJ5a と 九4.B18はほ とんどの系統に

おいて類似した発現パタ ー ンを示 したが、RD29A

は、いくつかの系統において明らかに異なる発現パ

ターンを示した。 このことは、 RD29A遺伝子の ABA

応答性発現が、他の2遺伝子と は異なる機構によっ

て制御されている可能性 を示唆している。現在、こ

れらの変異系統の表現型について、さらに詳しい解

析を行っており、 これについても報告する。

3aKOl 
サイトカイニン応答性を示すGDP!GTP交換因子相向性遺伝子

の構造と機能

担f璽塵l・矢瀧紀幸l・矢金子委利子1・3、中野雄司l、吉田茂男l
(1理研・積物機能、2r奇玉大・理工判耳知ヰ、 3明治大・劃

サイ トカイニンは細胞分裂促進、葉緑体分化促進等の植物体

の成育に必須な生理作用を制御することが知られているが、 こ

れらの情報伝達系のよ流に位置するサイ トカイニン応答性遺伝

子についての知見は非常に少ない.そこで我々は、タバコ緑色

培養細胞においてサイトカイニン生理作用の前段階もしくは初

期段階と想定される刺激後12時間で発現が誘導される遺伝子

群を、 DifferantialDisplay法を用いて単離し、cigCcytokinin 

inducible亘ene)1-3と命名した。続いて完全長cig2j宣伝子の

塩基配列の決定を行った結果、cig2遺伝子は全長約1300bpの

遺伝子であることが明かとなった.homology searchの結果、

翻訳開始時にribosome!tRNAと複合体を形成するeIF2に対す

るG0 P ! GTP exchange factor C G EF)であるeIF-2Bファミリー

と高い相向性を示した。また同時にras，rhoなどのG-ptoteinに

対するGEFとも相向性が認められた。続いてより詳細な解析

を行い、 cig2はサイトカイニン刺激後2時間以内に発現誘導を

受けること、 植物体内において、つぼみにおいて最も高い発現

が見られることが明かとなった.現在、より詳細にcig2の機能

解析を行うため、形質転換体の作出および、タンパク質大量発

現系の確立などを試みている。



3aK02 
サイトカイニン生合成阻害剤の探索

準記童1・2、木村琢磨i・3、金子委利子1.2、宮外麻周¥

中野雄司¥浅見忠男i、内藤忠雄2、吉田茂男i

e理研・植物機能、 2明治大・農、 3埼玉大・理工学研究科)

サイトカイニン生合成経路は未解明の部分が非常に多い.

植物体由来の生合成関連遺伝子は、配糖化酵素以外は未だ単

離例が無く、生合成欠損突然変異体も現存しない。そこで、

我々はサイトカイニン作用の生理学的解析や関連遺伝子の分

子遺伝学的解析等に有用と考えられるサイトカイニン生合成

阻害剤の探索を試みている。

植物体のサイトカイニン欠損に由来する表現型は未知であ

るが、我々はクロロフィル含量の低下をそのーっとして予測

している.そこで、纏物体白化剤l群の中で、構造上サイトカ
イニン生合成の分岐酵素であるイソペンテニル基転移酵素

(jpt)の阻害剤としての作用が考察可能なシクロヘキサン

ジエン系化合物に着目した。当阻害剤はクレス、タバコの明

所発芽子葉を自化させるが、サイトカイニン共存処理におい

て、若干の緑化回復が認められた。タバコ緑色培養細胞系に

おける当阻害剤処理は、細胞培殖の低下、クロロフィル含量

の低下、サイトカイニン応答性遺伝子群 (cig) の発現レベ

ルの低下を誘発することが認められたが、これらはいずれも

サイトカイニン共存処理によって部分的回復が認められた。

現在、より回復が顕著な、即ちより特異的な阻害剤の探索を

目指し、当該類縁体の合成を試み、検定を進めている。

3aK03 
内分悩艶肋質BisphenolAのサイトカイニン様作用にっし、て

正出宣金壬、榎材湖、西成典子 1、手呂内伸之 1(ブ苦敦子

大学・蝕I静民・環境 l教養・生物)

内分泌撹乱物質の一種である BisphenolA ( 4，4'-

Iωpropylidene diphenol )は、プラスチックのポリカーボネート

とエポキ、ン棚膨合劇勝手や断収台勲コプ砂崩林ヰなど、として広

く用し、られてしも。

B時henolAは現在、慰彬初性ホルモンの一つであるエスト

ロゲ‘ンと似た作用を持つことが失応れてしもが、植物に対する影

響こっし、ての砂開封育つれてしな川

本研究では、BisphenolAに植物ホルモン類以の働きがある

かどうかを調べιダイズ (Glycinen沼x)のAcmeJ'of重量こ由
来するカルスを用いた生物検定実験により、BisphenolAにサイ

トカイニンに似た作用があることをつきとめた。この実験系にサイ

トカイニンの代わりにBisphenolAを濃度10-6~lμgimlで添

加したところ、濃度 10-1J1 giml付近で著しし味朗自立野直思隻作用

が確認ーされた。現在、更に詳細旨条附こよる追誌と、Bisphenol

Aにサイトカイニンで央[られてしも、他Pコ生理舌樹乍用があるか

どうかについての実感詮行ってし、る。
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3aK04 
イネ幼植物における Brassinolideの細胞伸長促進機

構

量塞塵畳、田中重雄、武長宏(東農大・応用生物)

Brassinolide但R)は、ステロイド骨格を有する植

物成長調節物質である。我々はその作用の 1つであ

る細胞伸長促進効果のメカニズム解明を目的として

以下の実験を行っている。イネ第二葉身屈曲および

子葉鞘伸長は、 BRの処理により著しく促進され、

これは細胞伸長に起因している。これらの応答はセ

ルロース合成、微小管重合およびマイクロフィラメ

ント重合阻害剤で抑制されることから、これらの諸

国子が関与していることが示された。さらに

Differential Display法を行い、 BR処理により蓄積

量の増加する遺伝子但RU2，~rassinolide 即・

regulated gene 2)のクローニングに成功した。 BRU2

はアクチンの重合・脱重合を制御する因子である

villin， gelsolinと相向性が見いだされている。

3aK05 
管状要素形態形成に先立ち内生ブラシノステロイド量は劇的

に増加する

iよ』率一亙、藤岡昭三l、出村拓、高津戸秀人吉田茂男1、福

田裕穂(東大院・理・生物科学、 l理研・植物機能、 2上越教

育大・化学)

私たちはヒャクニチソウ invitro分化系を用いて、ブラシ

ノステロイドが管状要素分化の中期から後期の移行に関与す

ることを明らかにした。これまでに二次壁形成直前の細胞に

含まれる内生のブラシノステロイドをGC/MSを用いて調
べ、実際にティファステロールと6ーデオキソカスタステロン
を同定したことを報告した。

今回はいくつかのブラシノステロイドについて、管状要素

分化の各時期の細胞及び培地に含まれる量を詳細に調べた。

ティーステロンとブラシノライドは今回の解析では全く検出

されなかった。6 デオキソティーステロンは細胞と埼地の

両方に常に少量存在し、ほとんど変化しなかった。これに対

し、 ティファステロール、 6ーデオキソティファステロール、

6ーデオキソカスタステロンは形態形成に先立って細胞内と

倍地で急激に繕加することが明らかになった.またカスタス

テロンは形態形成に先立って指地のみで急激に増加した。興

味深いことに、培地にはこれら4つのブラシノステロイドが
同程度合まれるのに対して、細胞には6ーデオキソティフア

ステロールと6ーデオキソカスタステロンが圧倒的に多く蓄
積していた。以上の結果をもとに、管状要素分化に伴うブラ

シノステロイド合成と放出のメカニズムについて考察する。



3aK06 
LEVELS OF BRASSINOSTEROIDS ARE QUlTE 

DIFFERENT BET可~EEN SHOOTS AND ROOTS 
Takao YOKOTAl， Iakahito NOMUR8.2， Tatsuro 
SAT03， lDept. Biosci.， Teikyo Univ.， Utsunomiya 320・
8551， 2Dept. sci. of Plant and Animal Prod.， Tokyo Univ. 
of Agric. and Tech.， Tokyo 183・8509，3Center for Res. 
on Wild Plants， Utsunomiya Univ.， Utsunomiya 321暦
8505， 

Endogenous brassinosteroids (BRs) in the shoots and 
roots of hydroponically grown pea seedlings were 
quantified by gas chromatography-selected ion 
monitoring. It was found that both shoots and roots 
contained 6・deoxoBRsas predominant BRs. In the 
shoots， 6・deoxocastasterone was accumulated. 
However， in the roots， there were accumulations of 6-
deoxocathasterone and 6・deoxotyphasterol.
Furthermore， the level of castasterone in the roots was 
much lower than that in the shoots. Th巴sefindings 
indicate that the BR biosynthesis is differently regulated 
beれ町巴巴nshoots and roots of pea and also that roots 
require BRs for the growth 

3aK07 
CATABOLISM OF BRASSINOSTEROIDS IS 

ENHANCED IN ARABIDOPSIS MUTANT chibi2 

T'atsuro SATQ， Masanobu NAKAMURA 1， Akira 

NAGTANI 1 ，Takao YOKOTA 2， Dept. Bioprod.， Grad 

Sch. Agr. Sci.， Utsunomiya Univ.， Utsunomiya 

321・8505，lDept.bot.， Kyoto Univ.， Kyoto 606・8502，

2Dept. Biosci， Teikyo Univ.， Utsunorniya 320・8551

The dwarf mutant chibi2 of Arαbidopsis thaliana 

was obtained by enhancer tagging. Its stunted 

phenotype was recovered by brassinolide. The levels 

of the endogenous BRs especially 6-deoxocastasterone， 

castasterone and brassinolide were reduced as 

compared with wild type plants， suggesting that that 

catabolism of these BRs was enhanced in the chibi2 

mutant thereby retarding the growth. We examined the 

fate of the tritium-labeled castasterone in chibi2 grown 

in Murashige-Skoog liquid culture medium， revealing 

that chibi2 seedlings metabolise castasterone more 

rapidly than wild type plants do 
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3aK08 
ブラシノステロイド生合成に関与する P450酵素の解析
z包盆正治、浅見忠夫1、藤岡日百三1、吉田茂男¥坂田完三 (京大・
化研、'J里研・植物機能)

多数のチトクロム P450がブラシノステロイド生合成経路
において複数の水般化反応を触媒し、また不活性化過程と考

えられる 25位水酸化にも関与することが示唆されている。
現在までにブラシノステロイド欠婦変異株の解析から 3種の

P450遺伝子 (CPD、DWF4、D附 RF)が単敵されているが、

DWARF 遺伝子以外の2種については活性は確定されていないc

また、これら P450とアミノ酸配列相向性が高く進化系統的に

も近い P450遺伝子がシロイヌナズナには多数存在し、それら
のブラシノステロイド生合成・代謝への関与の可能性も考え

られる。これら来同定 P450遺伝子を含めた P450の活性同定
及び生化学的解析を進めるためには、異種細胞系による組み

替え P450の発現が必須である。そこで大腸菌による発現系の
構築を目的として、ステロイドの 22位水酸化を触媒すると

予想される DWF4の発現を行った。 DWF4はC末端倶uにHis-
tagを付けて発現させ Ni-NTAカラムにより精製した。DWF4

は典型的な P450スベクトルを示し、ブラシノステロイド生合

成阻害剤 (Brz)はDWF4に強く結合した (K，=lμM)。 他の
P450分子種についても大腸菌による発現を検討した。現在、

P450活性を測定するため P450還元酵素との再情成系の情築を

行っている。また、これら P450遺伝子についてブラシノステ

ロイド及びBrz処理による発現応答性について解析を行った。

3aK09 
BASl1立ブラシノステロイドのレベルを制御してい
る
藍血盟三，Michael M. Nefe，野口貴弘，瀬戸秀春，高津
戸秀三吉田茂男， Joanne Chory' (理研・植物機能，
'The Salk Institute for Bio.1ogical Studies and the Howard 
Hughes Medical Institute， l上越教育大・化学)

シロイヌナズナのbaslは、アクテイベーションタ
ギングにより見出された震性変異体である。P450の
過剰発現により、ブラシノステロイド(BR)生合成欠
損変異体やBR非感受性変異体とよく似た表現型を示
す。 BASl遺伝子産物がBRの生合成あるいは代謝に
関与しているか否か明らかにするために、内生BRs
の定量 分析を行った。 その結果、 baslでは、
brassinolide (BL)、castasterone、6-deoxocastasteroneの
レベルが著しく減少しており、 BASlはBRレベルの
制御に関与している可能性が示唆された。また、無
菌培養したシロイヌナズナの実生を用いてBLの代謝
実験を行 ったところ、 BLは26・hydroxybrassinolide
(26・OHBL)に代謝されることが明らかになるととも
に、 baslではcontrolに比べ、この変換が促進されて
いることを見出した。 さらに、イネのラミナジョイ
ントテストやシロイヌナズナのBR生合成欠損変異体
を用いた回復実験から、 26-0HBLの生理活性はBLに
比べ著しく弱いことが判明した。以上の結果から、
BASJIまBLの水酸化に関与していること、ならびに、
baslでは、活性型のBLが水酸化されて不活性化され
ることにより媛性形質を示すことが示唆された。




